

			
	
	

初心者にもわかりやすいハウスメーカーの解説！


			



このサイトでは、はじめて住宅購入をする方に役立つ情報を発信していきます。
大半の方がハウスメーカーを頼るでしょうが、そこではどういったサービスを受けられるのでしょうか。
その疑問や活用法についても詳しくみていくので、参考にしてください。






初めての住宅購入の前に！初心者にもわかりやすいハウスメーカーの解説！




住宅販売のプロフェッショナルであり、住まいに関する不安や疑問を払拭してくれるのがハウスメーカーです。
初心者だと欲しいものがいっぱいありすぎて詰め込みがちになりますが、それを実現するには多額の資金がいるので、どこかで妥協しないといけません。
その場合、ハウスメーカーの担当者に助言を求めれば的確なアドバイスを受けられることでしょう。
相談をする際はまず、自身で用意できる総資金を明らかにすることです。
その費用の中から希望に向いている内装や間取り、建材について教えてくれるので遠慮せずに問い合わせましょう。







ハウスメーカーの特徴を把握しておこう




マイホームを建てる際、ハウスメーカーに依頼するか工務店に依頼するかで悩んでいる人も多いことでしょう。
このような場合には、事前にハウスメーカーの特徴についてしっかりと把握しておくことが大切です。
ハウスメーカーの特徴にあげられることは、なんといっても信頼できる大企業であるため、施工能力が安定している点が挙げられます。
特に大手となると経営基盤がしっかりしていて、手掛ける住宅の数も非常に多い事も特徴の一つです。
デザイナーやプランナー、税理士などのような建築に携わる専門家が多く存在し、様々な相談や手続きの代行まで任せることができるでしょう。
ネームバリューやブランドの信頼力が高い傾向にあり、安心して家づくりを任せることができます。
銀行からの信頼も数多く獲得していることから、無理のない範囲でのローンが組みやすくなります。
そして原価や工事のコストが安く品質も安定していて、工期も短いことが挙げられます。
部品の量産体制が確立されていて、商品の開発も盛んに行われています。
このようなことから高い品質の材料を安定した状態で提供することが可能であり、新しい技術を使った住宅プランなども網羅しています。
工場で完成されているパーツを現場で組み立てる工法であるので、工期も比較的短く済みます。





安心感がハウスメーカーを選ぶメリットです

  "新築の一戸建てを手に入れる方法はさまざまありますが、ハウスメーカーを選ぶメリットは安心感です。その理由は不況になっても経営が傾きにくい点です。
小さな工務店や建築事務所は、不景気で仕事が少なくなるとすぐに経営が行き詰まってしまう傾向があります。そうすると工事の進行がストップしてしまったり、完成後のメンテナンスが滞ってしまったりすることになります。
ハウスメーカーは全国展開をしているところがほとんどで、すぐに行き詰まらない事業規模があります。小さなところを選んで見舞われるトラブルがない点が魅力です。

次に品質が安定しているところです。ハウスメーカーは自社の工場を持っているところが多く、現場よりも落ち着いて作業ができる工場で一定の品質を有する部材を作ります。
それを現場に持ち込んで組み上げるので、安定したクオリティが保証されます。作業員や営業マンの研修も全国規模で行うから、必ず一定の水準を超えてくれるという安心感があります。"

 

ハウスメーカーにより異なる最新技術の取り入れやすさは確認するべき

 注文住宅で家を建てることは決まったとしても、様々ざまなハウスメーカーがあり得意とする構造も異なってきています。
木造住宅でも在来工法に特化しているメーカーや、ツーバイフォーでの建築を売りとしている会社もあるのです。それぞれの工法には全てにメリットもあり、逆にデメリットもありますので外観だけで決定してしまうのは早まり過ぎです。
その家で長く生活していくための重要な事には安全であること、そして心地よく安心して生活できるかという事も忘れてはなりません。
そのためにハウスメーカーは様々な工夫を考え、中には国が推奨する対策などへの適応を考慮した物もあるのです。例えば大きな地震が発生した時に入居者を守る耐震性能もあり、省エネのために設計された構造も多数存在します。
工法により地震等に耐えやすい強度を持った家もあるでしょうし、省エネ等もより効果的にそう急に取り入れられる工法もあります。
外観や居心地の良さも忘れてはいけない大切な要素ですが、暮らしを守る最新技術をどれだけ強く取り入れているかの確認も行う必要があります。
 
 

ハウスメーカーに相談するときは問題点を想定して臨むことが重要

  ハウスメーカーは、大手のブランド力を武器にしてサービスを提供している大規模な会社であることがほとんどです。ハイブランドでサービスを提供していることがほとんどなのですが、いくつか問題点が存在することもあります。
わかりやすいのが、一定のプランがあらかじめ決められているというケースです。注文住宅のように細部までクライアント側が決めていきたいと考えている場合であっても、ハウスメーカーには得意としている物件や設計、あるいは工法が存在します。
それを満たしている場合には確かに有益な注文住宅を相談することができるのですが、その範囲内でなければ注文を断られる可能性も十分に存在します。
素材から決めていくことができるわけではありませんので、そのハウスメーカーの工法やサービスプランを満たしているかどうかということは必ず確認しなくてはいけません。
それぞれ独自色が強いのが特徴なので、自分が理想とするイメージを実現できるハウスメーカーを選択することです。

 

ハウスメーカーのクオリティを確認してから依頼を

  ハウスメーカーを選ぶ基準はクオリティを確認することです。クオリティの良い企業で依頼することで長期間長持ちし、災害にも強い家を完成させることができます。
実際に様々なハウスメーカーは存在していますが、自分たちで直接見なければわからない部分などもあるため、住宅展示場やモデルハウスなどをチェックすることも重要です。

ただし、それ以外にもホームページで家の内部構造や建築工法などについても確認しなければなりません。家を建てる時に大切なのは間取りや解放感だけではなく、丈夫で長持ちさせるための内部構造や建築工法などです。
利用する上で大切なポイントを正直に紹介しているメーカーの話を一度聞くことで、信頼できるメーカーへ依頼が可能となります。

なお、話を聞くだけではなく、口コミでの情報収集も必要です。実際に利用した経験者の判断をチェックすることで、トータルで後悔せず快適に利用できる住まいを手に入れることが可能となります。

 

ハウスメーカー選びにおいて営業担当者の人柄は重要です

  住宅展示場をまわってモデルハウスを見学するなど、具体的な行動に移すまではハウスメーカーを設備や構造など評価するのが一般的です。
具体的なイメージがありませんから、ホームページやCMから受けた印象で決めてしまうのです。
しかし実際に購入が近づくほどに、営業担当者の重要性が増していきます。住宅の間取りを決めたり、設備を決めたりするのは営業マンに相談しながら進んでいきます。
その時に顧客の要望を反映させるのではなく、ハウスメーカー側の都合で顧客の決定を誘導してくる営業マンもいます。
マイホームは一生の買い物ですから、そこで不誠実な営業活動があってはたまりません。ですから営業マンに初めて会って名刺交換をするところから、その人柄をしっかりチェックする必要があります。

有能な営業マンになると、金融機関との交渉にも同席して活躍してくれます。付き合いは購入後も続き、定期的なメンテナンスや増築などの相談も受け付けてくれます。このように重要な役割を果たすのがハウスメーカーの営業担当者なのです。

 




ハウスメーカーのお役立ちリンク

福岡でハウスメーカーを依頼する
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  ◎2022/5/25

情報を更新しました。

＞安心感がハウスメーカーを選ぶメリットです

＞ハウスメーカーにより異なる最新技術の取り入れやすさは確認するべき

＞ハウスメーカーに相談するときは問題点を想定して臨むことが重要

＞ハウスメーカーのクオリティを確認してから依頼を

＞ハウスメーカー選びにおいて営業担当者の人柄は重要です







◎2021/11/30

サイトを公開しました
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